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１．法人の概要 
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1.1 名称 

 

公益財団法人水素エネルギー製品研究試験センター 

Hydrogen Energy Test and Research Center （略称：HyTReC） 

 

1.2 設立年月日 

 

 平成 21 年 3 月 6 日 

 

1.3 所在地 

 

  福岡県糸島市富 915-1 

 

1.4 目的 

 

 水素エネルギーの開発促進、水素エネルギー新産業の育成、集積により、福岡県の産業

の活性化と県民生活の質的向上を目的とする。 

 

1.5 事業内容 

 

（1）水素エネルギー関連製品の製品試験事業 

（2）水素エネルギー関連製品の研究開発事業 

（3）水素エネルギーに関する研究交流事業 

（4）その他前各号に関連する事業 

 

1.6 基本財産 

 

 347,026,500 円 

（福岡県出資 0 円、寄付金 20,000,000 円） 
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1.7 役員等 

 

（１） 評議員  

令和 8 年 3 月 31 日現在（五十音順） 

 石田 吉浩  （日鉄エンジニアリング株式会社 取締役常務執行役員） 

小池 国彦  （岩谷産業株式会社 常務執行役員 中央研究所長  

岩谷水素技術研究所長） 

 近藤 政彰  （トヨタ自動車株式会社 水素製品開発部 主査） 

 田中 秀明  （ENEOS 株式会社 執行役員 水素事業推進部長） 

 月形 祐二  （糸島市長） 

中司  宏  （日本製鉄株式会社 九州製鉄所 エネルギー部長） 

見雪 和之  （福岡県商工部長） 

  

（２） 理事 

令和 8 年 3 月 31 日現在 

渡邊 正五  （(公財)水素エネルギー製品研究試験センター センター長） 

的場 和哉  （(公財)水素エネルギー製品研究試験センター 事務局長） 

中野 信哉  （福岡県商工部自動車・水素産業振興課長） 

 

（３） 監事 

令和 8 年 3 月 31 日現在 

清水  剛  （公認会計士（福岡監査法人代表社員）） 

 

（４） 顧問 

令和 8 年 3 月 31 日現在 

  東     義   （SE フロンティア 代表） 

松岡 三郎  （九州大学 名誉教授） 

村上  敬宜  （九州大学 名誉教授） 

 

注1） 括弧内の所属･役職は就任時を表す。 

注2） 令和 8 年 3 月 31 日現在の状況（五十音順） 
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1.8 職員（令和 8 年 3 月 31 日現在） 

 

（1）職員数 

 

職 員 数 前期末比増減 平均年齢 平均勤続年数 

男性 22 名 ± 0 46．4 歳 9 年 6 か月 

女性 5 名 ＋2 52．4 歳 6 年 7 か月 

合計・平均 27 名 ＋2 47．6 歳 9 年 1 か月 

 

（2）配置図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

※職員のうち 2 名は役員を兼ねる。 

理事 
兼 事務局長 

兼 事務マネージャー 
（的場和哉） 

テクニシャン（技能員） 
（HyTReC 職員）7 名 

理事長 
兼 センター長 
（渡邊正五） 

技術スタッフ 
（HyTReC 職員）9 名 

技術マネージャー 
（HyTReC 職員）4 名 

事務マネージャー 
（HyTReC 職員）1 名 

事務スタッフ 
（HyTReC 職員）4 名 
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2.1 まえがき 

当財団は、水素エネルギー技術の開発促進、水素エネルギー新産業の育成、集積による福

岡県産業の活性化と雇用機会の創出を目的として、平成 21 年 3 月 6 日に一般財団法人とし

て設立された団体である。同年 9 月 1 日には、水素エネルギー関連製品の製品試験、研究開

発、研究交流を事業内容として福岡県で第１号となる公益財団法人の認定を受けた。当該団

体は、福岡県が掲げる福岡水素戦略（Hy-Lifeプロジェクト）における「水素エネルギー新産

業の育成・集積」を推進する中核的機関の役割を担うものである。 

水素エネルギー新産業の育成・集積のためには、多様な企業の参入促進・競争環境の創出

により、各種関連製品の低コスト化・高性能化を図ることが必要である。また、民間企業が

水素エネルギー新産業へ新規参入するためには、水素ガス環境下での製品試験により、自社

製品の性能・信頼性を証明することが不可欠である。しかしながら、水素ガス環境下におけ

る製品試験には高額な初期投資が必要であることから、特に中小・ベンチャー企業が水素エ

ネルギー新産業に新規参入する際の大きな妨げとなっている。 

当財団では、このような課題を解決し、国立大学法人九州大学水素材料先端科学研究セン

ターの世界最先端の研究成果をもとに、企業等が開発を行う水素関連製品の研究試験を通し

て、産業界の水素エネルギー関連製品の開発を支援している。 

令和 7 年度は、 

1）製品試験事業 

試験受託は、前年度を上回る結果となった。その主な要因としては、自動車関連の受託が

増加したこと、試験室を継続して長期間利用する企業によることが挙げられる。内容的には

乗用FCVから商用大型FCV用途への移行が見られ、大型高圧容器試験、大流量対応コンポー

ネント試験が増加傾向にある。また、水素の利用に新規参入する企業や海外企業からの試験

を受託するなど裾野の広がりが見受けられた。 
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2.2 組織運営 

 

（１） 評議員会の開催状況及び主要審議事項 

第 1 回評議員会（定時） 令和 7 年 6 月 30 日  

第 1 号議案  令和 6 年度事業報告 

第 2 号議案  令和 6 年度収支決算 

第 3 号議案  評議員の選任    

第 4 号議案  理事の選任    

第 5 号議案  役員報酬の決定  

第 6 号議案  役員の退職慰労金支給額の決定  

第 7 号議案  定款の変更 

報 告 事 項  令和 7 年度事業進捗状況報告 

 

第 2 回評議員会（定時） 令和 8 年 3 月 27 日  

報 告 事 項  令和 7 年度事業報告 

第 1 号議案  令和 8 年度事業計画 

第 2 号議案  令和 8 年度収支予算 

第 3 号議案  特定費用準備資金の更新 

第 4 号議案  評議員の辞任および選任  

 

（２）理事会の開催状況及び主要審議事項 

第 1 回理事会（通常）令和 7 年 6 月 13 日 

第 1 号議案  令和 6 年度事業報告 

第 2 号議案  令和 6 年度収支決算 

第 3 号議案  令和 7 年度第 1 回評議員会開催日時及び議事事項等 

   

第 2 回理事会（通常） 令和 8 年 3 月 12 日 

報 告 事 項  令和 7 年度事業報告 

第 1 号議案  令和 8 年度事業計画 

第 2 号議案  令和 8 年度収支予算 

第 3 号議案  特定費用準備資金の更新 

第 4 号議案  規程の一部改定（給与規定の改正）  

第 5 号議案  顧問の選任 

第 6 号議案  令和 7 年度第 2 回評議員会の開催および議事事項 
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2.3 製品試験事業 

 

（１）製品試験 
① 試験受託件数 

    当初計画  300 件 

  実績件数  392 件（72 社）【397 件（72 社）】 

（うち国プロジェクト関連 24 件【29 件】・ 

新規受託件数 27 件（19 社）【38 件（22 社）】 

※【 】は令和 6 年度実績件数 

＜試験委託企業・機関＞ 

         自動車製造業、自動車部品製造業、高圧容器製造業、バルブ製造業、シール製造業、

その他水素関連部品製造業、大学、研究機関 等 

 
  
② 試験受託金額 

  当初計画  750,000 千円 

  実績金額   913,480 千円【888,559 千円】 

（うち国プロジェクト関連 116,617 千円【120,566 千円】 

新規受託金額 14,565 千円【44,961 千円】 

※【 】は令和 6 年度実績金額 

 

 ＜試験分類＞ 

  ・高圧水素試験（ガス圧サイクル試験、ガス気密試験 等） 

  ・その他の高圧水素試験（透過試験、曝露試験、水素侵入量測定試験 等） 

  ・低圧水素試験（ガス流通試験 等） 

  ・水圧破裂・耐久試験（水圧破裂試験、水圧サイクル試験 等） 

 

  ③ 認証試験 

累計件数 30 件（5 社） 

［うち、破裂試験 15 件、常温圧力サイクル試験 8 件、その他試験 7 件］ 

累計金額 111,619 千円 

［うち、破裂試験 12,654 千円、常温圧力サイクル試験 42,052 千円、 

その他試験 55,913 千円］ 
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（参考）開所以降試験実施状況推移 

 

 

2.4 広報活動等 

① 技術展への出展 

FCEXPO2026で福岡県のブースに出展し、試験相談、見学希望など普及啓発活動を展  

開した。 

 

② 視察・見学 

   視察・見学者数 36 件、366 名【70 件、662 名】  

※【 】は令和 6 年度実績  

                      

主な視察者（来所順） 

【団体・企業等〔21 件 162 名〕】 

・福島国際研究教育機構（F-REI） 

・国立研究開発法人物質・材料研究機構（NIMS） 

・一般社団法人日本経済団体連合会 

・国立研究開発法人科学技術振興機構 

・経済産業省 資源エネルギー庁 

省エネルギー・新エネルギー部 水素・アンモニア課 

・経済産業省 九州産業保安監督部 
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【国／地方自治体〔4件 50 名〕】 

・一般社団法人茨城県経営者協会 

・公益財団法人北九州国際技術協力協会 （JICA 引率） 

・福島県 危機管理部 消防保安課  

 

【糸島市関係〔1 件 17 名〕】 

 ・糸島市商工会工業委員 

 

【海外〔5 件 26 名】 

  ・UL Japan 

・TestNet 

・Korea Testing Laboratory  

・スイス大使館 

 

【その他〔5 件 111 名】 

  ・徳島県立脇町高等学校 

  ・鵠沼高等学校 

  ・きのくに国際高等専修学校 

2.5 その他の活動 

 

（１）共催・後援事業   

・福岡県、北九州市、経済産業省九州経済産業局、公益財団法人西日本産業貿易コンベン

ション協会が主催する「エコテクノ 2025」に対して後援した。 

（2025 年 7 月 2 日～7 月 4 日：西日本総合展示場） 

  

・九州大学水素材料先端科学研究センターが主催する「水素先端世界フォーラム 

＆HYDROGENIUS シンポジウム 2025」に対して後援した。 

（2025 年 12 月 17 日～12 月 18 日：九州大学伊都キャンパス） 

  

（２）対外活動 

 

＜国際標準化等への参画＞ 

・ISO/TC197（水素技術）水素エネルギー技術標準化委員会 委員長     ：渡邊 

・ISO/TC197（水素技術）WG19（ディスペンサー） コンベナー   ：渡邊 

・ISO/TC197（水素技術）WG15（蓄圧器）国内対応委員会 委員   ：渡邊 

・ISO/TC197（水素技術）WG19（ディスペンサー）国内対応委員会 主査  ：渡邊 
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・ISO/TC197（水素技術）WG20（バルブ類）国内対応委員会 主査      ：渡邊 

・ISO/TC197（水素技術）WG21（コンプレッサー）国内対応委員会 委員   ：渡邊 

・ISO/TC197（水素技術）WG22（ホース）国内対応委員会 委員    ：渡邊 

・ISO/TC197（水素技術）WG23（フィッティング）国内対応委員会 委員   ：渡邊 

・ISO/TC197/SC1 水素技術標準化 SC1 委員会 国内対応委員会 委員長     

 

＜その他委員等活動＞ 

・一般社団法人水素エネルギー協会 理事      ：渡邊 

 ・福岡県水素グリーン成長戦略会議幹事会 副幹事長     ：渡邊 

 ・一般財団法人 大阪科学技術センター 燃料電池・FCH 部会 オブザーバー   ：渡邊 

 

＜団体活動＞ 

・水素バリューチェーン推進協議会 特別会員 

・一般社団法人水素エネルギー協会 法人会員 

・特別民間法人高圧ガス保安協会 会員 

 

 

：渡邊 
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4.1 行事年表 

 

（令和 7 年） 

4 月 1 日  職員辞令交付式 

4 月 21 日 職員人権同和研修 

4 月 23 日  職員消防訓練 

 

6 月 13 日  公益財団法人水素エネルギー製品研究試験センター 第 1 回理事会（通常） 

6 月 30 日 公益財団法人水素エネルギー製品研究試験センター 第 1 回評議員会（定時） 

12 月 26 日 仕事納め式 

 

（令和 8 年） 

1 月 5 日  仕事始め式・安全祈願 

3 月 12 日 公益財団法人水素エネルギー製品研究試験センター 第 2 回理事会（通常） 

3 月 27 日 公益財団法人水素エネルギー製品研究試験センター 第 2 回評議員会（定時） 
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